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1. はじめに

• [理論] Egger and Kreickemeier (2013, IER) 　 

• 他企業と比べて、水平的外国直接投資 (FDI) を行って
いる企業(=多国籍企業) の賃金が高いことを示した。 

• 本研究では、上記の理論仮説を、日本の労働者レベルの
データ（事業所＝労働者接合データ）で検証する。 

• 留保: 理論は水平的FDIを想定しているが、用いるデー
タは水平的FDIと垂直的FDIを区別できない。
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本研究の貢献

1. [データの利点] 賃金に関して、輸出プレミアム、外資プレミアムが存
在することは、無数の実証研究によって明らかにされているが、多国
籍企業 (FDI) プレミアムについては、実証研究がほとんど存在しな
い。 

2. 外資プレミアム・輸出プレミアムから多国籍企業プレミアムを区別。 

3. [理論への貢献] 多国籍企業プレミアの存在を理論的に示したEgger 
and Kreickemeier (2013) の初めての実証。 

4. [政策への貢献] 日本で初めて、国際経済学研究に雇用者=被雇用者接
合データを用いる。経済センサスが2009年開始のため。
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2. 多国籍企業の賃金が高い理由 

1. コンポジション効果: 多国籍企業は生産性が高いから、
高い利潤を得て、高い賃金を払う。 

2. 企業レベル賃金効果: 世界から高い利潤を得るので、自
国で高賃金払う。 

基本はMelitz (2003) モデル。 

企業はfair wage払い、労働者とレントシェアリングする。
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3. データ

事業所＝労働者接合データ 

下記3政府統計を接合し構築 (※日本初のはず) 

『賃金センサス』(2012)→賃金、学歴、企業規模等 

『経済センサス基礎調査』(2009)→海外子会社有無 

『経済センサス活動調査』(2012)→輸出
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データ処理

川口 (2011, RIETI-DP) に従い、ミンサー型賃金関数の
推定用にデータ処理 

1. 常用労働者のみ。臨時労働者は除く。 

2. 一般労働者 (フルタイム) のみ。短時間労働者は除く。 

3. 59歳以下男性に限定。 

4. 全産業。民営事業所のみ。
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データ概観

日系多国籍企業の賃金は、非多国籍企業よりも高い位置に分布している。 
一方で、日系多国籍企業と外資系企業の賃金の分布の間には大きな違いはない。

日系多国籍企業非多国籍企業 外資系企業
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4. 推定モデル

ミンサー型賃金関数の推定をOLSで行う。
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5. 推定結果 (産業・都道府県制御): 全産業

平均的に日系多国籍企業は、35.7%賃金高い。 
そのうち、1-23.4/35.7=1-66%=34%は、多国籍企業が賃金高い都道府県・産
業に属することで説明できる。 9
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推定結果 (産業・都道府県制御): 製造業

製造業でも、平均的に日系多国籍企業は、31.2%賃金高い。 
そのうち、1-17.7/31.2=1-57%=43%は、多国籍企業が賃金高い都道府県・産業に属する
ことで説明できる。 10
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推定結果 (事業所・労働者属性制御) 
企業規模・学歴・経験等制御

事業所属性制御しても、平均的に日系多国籍企業は、7.7%賃金高い。 
そのうち、1-1.6/7.7=1-21%=79%は、多国籍企業が賃金高い属性の労働者を雇
用していることで説明できる。

事業所属性制御 労働者属性制御
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6. 結論

• Egger and Kreickemeier (2013) と整合的な結果が得られた。 

• 多国籍企業は平均的に高い賃金を払っている。 

• 都道府県・産業を制御しても。 

• 観測可能な事業所属性 (企業規模、輸出等)を制御しても。 

• 労働者属性 (学歴等) を制御しても。 

• [国際レントシェアリング] 海外で得た利潤を労働者に分配してい
る可能性がある。
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課題

• 本稿は1時点のデータを用いており、あくまで相関関係しか
見ることができない。 

• 同様に、パネルデータではないので、観測できない事業所属
性・労働者属性を制御できていない。そのため、推定値に
は上方バイアスがある。→実際には多国籍企業の賃金プレミ
アムはより小さいはず。 

• 日系多国籍企業よりも外資系企業の賃金プレミアムが大きい
のはなぜか。Egger and Kreickemeier (2013) の理論で想
定されていない外資の高い退出率・不安定な雇用への補償?
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補論: 関連研究 (1)
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補論: 関連研究 (2)
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